
今年に入って道内の百名山での遭難が多発しています！
北海道の百名山には、日帰りで登ることができる山がある一方、登山行程が長

く宿泊しなければならない上級者向けの山もあり、特徴は様々ですが、どの百名
山にも遭難のリスクがあります。
令和３年７月中には、百名山で19件の遭難が発生し、令和２年７月の４件と比

べて15件増加しています。
特に利尻山、羅臼岳での発生が多く、２山合わせて９件の遭難が発生し、令和

２年７月に比べ８件も増加しています。

遭難の原因としては、熱中症で動けなくなるものや
登山道上で転倒し負傷するものが多数です。
ゆとりをもった登山計画を立て、十分な水分を携行

して熱中症の予防に努めましょう。
また、一見安全な登山道上でも、転倒して負傷する

可能性があるので、慎重な歩行に心掛けましょう！
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